
“水害に強いまちづくり”のための
住民タイムライン作成と重点対策

～私たちで出来ることから、始めよう～

第３回 水害に強いまちづくりワークショップ

鬼怒川堤防決壊（茨城県）H27.9

土砂災害（広島県）H26.8

那賀川はん濫（徳島県）H26.8

資料－２
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ワークショップ検討の進め方
１）概要説明

①ワークショップ検討の進め方
②災害警戒期の住民タイムライン（素案）の説明
②チェックイン（各テーブル）

２５分

２）検討－１【住民タイムライン（素案）の検討】
①検討の内容：住民タイムライン（素案）の確認と修正
②検討の方法：タイムラインシートに記入、意見カードに記入

４０分

４）全体ふり返り
①テーブルの発表 ②本日のまとめ
③チェックアウト（各テーブル）

２０分
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３）検討－２【共助による重点対策の具体的な取り組み検討】
①検討の内容：重点対策５項目から１項目を検討

重点対策の展開のために必要なこと（準備・活動
内容をアイデア出し）

②検討の方法：意見カードに記入、意見カードの分類

３５分

１０分＜休憩＞

合計１３０分



＜検討テーマ＞：“水害に強いまちづくり”のための
住民タイムライン作成と重点対策

～私たちで出来ることから、始めよう～

タイムラインに従って行動すれば、“時間軸を考えた準
備・行動”ができ、“早めの安全な避難”ができる

ワークショップ検討の内容

“命を守る”ための避難行動を実践する

住民タイムライン（素案）をもとに、“早めの安全な避難”
を意識した防災行動を再度考える

①時間軸に沿って、自助・共助の防災行動をイメージしてみましょう

②“避難の目安（避難のきっかけ・タイミング、判断基準・指標）”が適
切かを考えてみましょう

しかし、課題も多いため、“重点対策”を考える

①各テーブルで、一つの重点対策を検討します（あらかじめ選択）

②重点対策を展開するために“必要なこと（準備・活動など）”を考えて
みましょう

【検討－１】
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【検討－２】

目 標

手段
ツール

ワークショップ検討の流れと成果
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住民タイムライン（素案）

【検討－１】 住民タイムライン（案）の作成

【成果】
住民タイムライン（自助）の
パンフレット作成・公表

タイムラインの「ひな形」をもとに
各自が防災行動を考えるツール

Ｐ．１９

【検討－２】
共助の重点対策

具体的な取り組み（アイデア）

【成果】
平成26年度検討の

アクションプラン（案）への反映

個人の防災行動
は様々であり、

「ひな型」として
作成

共助の防災行動
には課題が多い

自助タイムライン（案） 共助タイムライン（案）

それぞれの取り組みの推進

自助（住民） 共助（地域コミュニティ） 公助（行政）



住民タイムラインのパンフレットのイメージ
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土器川の特徴

地域の特性

防災行動
の留意点

避難の目安

（避難のきっか
け・タイミング）

住民タイムライン
（自助）の「ひな形」

①情報収集

②避難の準備

③家族との連絡
家族の安否確認

④自宅の水防活動

⑤早めの避難行動
避難行動
緊急避難行動

自分のタイムライン
を考えて見ましょう

・「ひな形」の①～⑤を
参考に、一連の防災
行動を考える

・複合災害（河川氾濫
、内水氾濫、土砂災
害など）を踏まえて、
避難行動（避難の目
安、避難先）を考える

【基礎情報】 【ひな形】 【各自で記入】

本ワークショップ（第１回～第３回）
で意見集約した結果
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検討テーマ 重点対策 具体的な行動内容（準備・手順）

テーマ１
【情報】

住民目線での災
害情報のあり方

１）土器川水位・危険情報
表示板の設置

①下流での基準水位観測所（丸亀橋）の設定
②避難時間を確保するための水位予測手法の検討（土器川本川および支川）
③危険情報の表示方法の検討

■水位情報等の危険情報を自宅等で見られる仕組み（CCTVやＮＨＫデジタル放送での情報提供など）
■土器コミュニティセンターへの危険情報表示板の設置 ■宇多津ゴールドタワーのようにＬＥＤで色表示
■“かがわ防災ポータル”での情報提供（広報活動）

２）一時避難場所（３階建て
以上）の設定

①事前調査：３階建て以上の建物調査
②現地調査：住民意見の聞き取り調査、まち歩き
③一時避難場所の設定

■公共機関の建物はすべて設定（協力依頼） ■一時避難所に指定された施設への優遇措置（必要に応じて備
蓄、器具等の提供）

テーマ２
【連携】

地域コミュニティ
の活性化と地域
連携体制の強化

３）防災士等と連携した地
域防災リーダー育成、地
域防災力向上の仕組み
づくり

①地域防災リーダーの人選
■人材の発掘（出前講座等による意識啓発） ■警察、自衛隊、市職員、消防団等の防災に関わってきたＯＢや
防災エキスパート、水防専門家等の協力 ■地区単位での、現時点でリーダーに成り得る人材の把握

②地域防災リーダーの育成
■香川大学での防災士養成講座や四国防災・危機管理特別プログラムの受講 ■防災士取得・活用の仕組みづ
くり（市認定による地域防災リーダー化）

③地域防災力向上の仕組みづくり
■防災士等の有資格者のリーダーによる仕組みづくりの協議 ■公募形式による地域での取り組みの支援事業
（防災教育講座を受講すると採択に有利など）

４）防災関係機関と地域コ
ミュニティが連携した防
災教育・訓練の仕組み
づくり

①防災担当の配置
■市職員でのまちづくり防災担当（地域コミュニティ担当）の配置 ■自治会毎の防災担当の配置 ■自主防災組
織会長を自治会長とは別に選任

②防災教育の実施
■出前講座等による防災教育 ■防災士、河川管理者、消防、教育機関等が連携した防災教育

③防災訓練の実施
■小学校との協働による防災訓練 ■土器川水防演習（H28年度に実施予定）への地域の参加

５）災害時要配慮者の避難
支援体制の整備

①災害時要配慮者リストの整備
■災害時要援護者名簿（避難行動要支援者名簿に移行）の有効活用 ■自治会に入っていない住民への対応
■地域毎での支援者（誰が誰を助けるのかの役割・担当）の設定

②地域連携による対応
■自主防災組織、自治会、民生委員、消防団、地域コミュニティ等での情報共有 ■地域コミュニティ内での連絡
網作成 ■地域コミュニティと企業との協力体制

６）防災関係機関と地域コ
ミュニティが連携した情
報共有の仕組みづくり

①事前事後情報の共有手段・内容の詳細設定
■情報共有の対象・項目の設定 ■情報共有手段（通信手段）の整備

②地域コミュニティの情報伝達体制づくり
■防災関係機関と地域コミュニティの間で連絡網を確保し、避難者を救援できる体制づくり

平成２６年度検討
（行政による検討）

土器川モデル地
区におけるアク
ションプランのた
めの重点対策

平成２７年度検討（住民による検討）

【検討－２】「共助による重点対策の具体的な取り組み検討」
で検討した取り組み内容（アイデア）

住民意見の反映

（地域住民と地域行政
の連携）

アクションプラン【防災行動計画（案）】の重点対策



土器川モデル地区（土器町東・北）における住民タイムライン（素案） ※第１回・第２回ワークショップにおける参加者からの意見を集約し、

自助・共助のタイムラインを並記してとりまとめたもの

洪水
（土器川）

内水氾濫 土砂災害

２日前 上陸の
可能性

・猛烈な台風が上陸
の予想

２日前

・沖縄、九州、四国
へ接近の予想

・四国に上陸の予想

-２４ｈ -２４ｈ

・沖縄が暴風域に入
る

-１２ｈ 九州に
接近

-１２ｈ

-６ｈ 四国に
接近

・南海フェリー
　運休

-６ｈ

・JR土讃線（高知方
面）　運休

-５ｈ ・JR本四備讃線
　運休

-５ｈ

・瀬戸中央自動車道
通行止

-４ｈ ・JR土讃線（香川方
面）　運休

-４ｈ

・JR予讃線（香川方
面）　運休

・高松琴平電鉄
　運休

-３ｈ 四国に
上陸

避難勧告
（床上浸水）

-３ｈ

-２ｈ -２ｈ

-１ｈ -１ｈ

避難指示
（氾濫の発生）

０ｈ ０ｈ

時間

地域住民

自助

共助

事業所地域コミュニティ（自治会、自主防災組織）

危険情報 災害情報

危険度
レベル

（土器川）
時間

丸亀市

避難勧告等の発令基準
ニュース
情報

(災害・交通)
洪水
予報

水防
警報

台風
注意
報・
警報

・九州南部で大規模
な浸水被害と土砂災
害が発生

内水
氾濫

土砂
災害

土砂
災害

河川
氾濫

大雨
洪水
注意
報

（丸亀
市）

待機・
準備

避難勧告等
の発令

レ
ベ
ル
１ 避難準備

情報
（RT100mm）

内水
被害
発生
（床下
浸水）

避難準備
情報

（床下浸水）

避難準備
情報

（避難判断
水位）

氾濫
注意
情報

氾濫
警戒
情報

大雨
洪水
警報
（丸亀
市）

・高知で大規模な浸
水被害と土砂災害
が発生

避難勧告
（土砂災害
警戒情報）

土器
川の
堤防
決壊

土砂
災害
発生

避難勧告
（氾濫危険
水位）

避難指示
（土器川の堤防
決壊を予測）

避難指示
（大雨

特別警報）

氾濫
発生
情報

情報

出動

香川県
に

最接近

レ
ベ
ル
５

レ
ベ
ル
３

警
戒

レ
ベ
ル
４

危
険

レ
ベ
ル
２

注
意

大雨
特別
警報
（丸亀
市）

土砂
災害
警戒
情報
（丸亀
市）

氾濫
危険
情報

内水
被害
発生
（床上
浸水）

早めに避難準

備情報を発令

（夕方までに）

避難勧告を

発令

避難指示を

発令

強い雨

（どしゃ降り）

・3時間雨量60mm

激しい雨

（バケツをひっくり

返したような雨）

・3時間雨量80mm

非常に激しい雨

（滝のような雨）

・3時間雨量150mm
・48時間雨量254mm

・道路側溝が氾濫

・低平地の家屋が浸水

・安達川流入水路が

氾濫

・幹線道路（市道

土器線）が冠水

避

難

の

準

備

情

報

収

集

早

め

の

避

難

行

動

避

難

所

の

開

設

準

備

／

避

難

所

の

運

営

連

絡

体

制

の

確

保

避

難

行

動

職

場

の

水

防

活

動

Ｂ

Ｃ

Ｐ

の

確

認

Ｂ

Ｃ

Ｐ

対

応

／

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

と

の

連

携

＜家族との連絡／家族の安否確認＞

○家族に声かけ

○外出中の家族と連絡

○学校からの連絡確認

○家族の安否確認

○避難場所の確認

＜自宅の水防活動＞

○家の敷地周りや玄関・勝手口

の土のう積み

○外部面の建具の補強

○植木・ゴミ箱等の補強・移動

＜早めの避難行動＞

【避難の目安】：激しい雨の予

兆（台風が四国に接近）、避難

準備情報

○災害時要配慮者は避難

○家族で早目に避難

○マイカーでの広域避難

○避難先の判断

・低平地（浸水深３ｍ以上）

  安全な避難所へ（クリント

ピア丸亀、サポートセンター

など）

・土器川の堤防沿い   安全

な避難所へ（土器コミュニ

ティセンター、クリントピア丸

亀など）

・青ノ山の周辺   安全な避

難所へ（丸亀養護学校、サ

ポートセンターなど）

・その他の地区（浸水深３ｍ

未満）   垂直避難（二階へ

の避難）

＜避難行動＞

【避難の目安】：激しい雨（大雨

洪水警報）、内水被害発生、土

砂災害警戒情報、避難勧告

○徒歩での安全な避難（マイ

カーでの移動は困難）

○避難先の判断

・安全な避難が可能な場合

  近くの避難所・一時避難場

所へ（３階建て以上のビル

など）

・夜遅い場合や避難路が浸

水して危険な場合

  垂直避難（２階への避難）

＜連絡体制の確保＞

○自治会長や自主防災組織に連絡

○学校からの連絡を確認

○連絡網の確認

＜ＢＣＰの確認＞

○会社の避難計画の確認

○夜間の対応

○停電時の対応

○来客者の対応

○救急車の受入の準備

＜災害時要配慮者への対応＞

○丸亀市からの災害時要配慮者の

情報開示

○名簿で避難困難者（体の不自由な

人・高齢者宅）の確認

○避難困難者への連絡

＜地域の水防活動／

危険箇所の見回り＞

○土のうの準備

○地域や危険箇所の見回り

○水防団による水防活動

○浸水箇所ではボートで巡回

＜近隣の呼びかけ／

近隣の安否確認＞

○隣り近所の声掛け

○近所の人の行動を相互確認

○近所の高齢者の安否確認

○各戸の避難状況の確認

＜避難所の開設準備／

避難所の運営＞

○住民の受入れ準備

○自治会長・自主防災組織と

連絡を取り、対応策を協議

○集会場を開放

○避難所の確認

○避難所の受入体制の対応

○避難スペースの確保

＜災害時要配慮者の

避難支援＞

○高齢者同士の助け合い

○自治会・自主防災組織を通

じて要配慮者の早期避難

○避難所の周知・案内

○中讃保険福祉事務所や病

院を一時避難所として利用

＜避難判断や避難誘導＞

【避難の目安】

・災害時要配慮者の場合：

避難準備情報

・健常者の場合：大雨洪水

警報、内水被害発生

○潮止堰の転倒により土器

川の出水を確認

＜ＢＣＰ対応／地域

コミュニティとの連携＞

○ＢＣＰによる災害対応

○自宅待機している職

員に対して呼び出し

の判断

○協会員への周知・連

絡・情報伝達

○企業自治会や地域コ

ミュニティとの連携

＜職場の

水防活動＞

○内水被害の発

生状況に応じ

て土のう積み

○業務として災

害復旧準備

＜職員との連絡

／職員の安否確認＞

○社員の所在確認・連絡・

指示

○翌日の出勤の連絡

○社員（社外）の安否確認

＜情報収集＞

○テレビ・ラジオ ○インターネット

○香川県防災情報メール ○携帯緊急速報メール

○友達グループ（ライン） ○家の周りの状況確認

○危険箇所の確認 ○被害状況の確認

＜避難の準備＞

○水・食料品・毛布等の確保

○非常持出品の点検

○家の戸じまり、片づけ

○家財を２階に移動

○避難場所・経路の確認

避

難

行

動

避

難

の

準

備

＜緊急避難行動＞

【避難の目安】：非常に激しい

雨（大雨特別警報）、土器川が

危険な状態（氾濫危険情報）、

避難指示

○逃げ遅れた場合は、垂直避

難（２階への避難）

○土器川の堤防に近づくこと

は危険

災

害

時

要

配

慮

者

の

避

難

支

援

地

域

の

水

防

活

動

／

危

険

箇

所

の

見

回

り
近

隣

の

呼

び

か

け

／

近

隣

の

安

否

確

認

避

難

判

断

や

避

難

誘

導

連携

災

害

時

要

配

慮

者

へ

の

対

応

＜設備対策＞

○会社施設の被害軽減

○設備（車など）の移動

○設備の飛散防止

設

備

対

策

避

難

判

断

や

避

難

誘

導

職

員

と

の

連

絡

／

職

員

の

安

否

確

認

＜避難判断や

避難誘導＞

【避難の目安】：

低平地での内水

被害発生

○垂直避難（２階

への避難）で

対応可

○１階建ての場

合（住民を含

む）はクリント

ピア丸亀への

避難誘導

自

宅

の

水

防

活

動

自

宅

の

水

防

活

動

家

族

と

の

連

絡

／

家

族

の

安

否

確

認

Ａ
ＣＢ

Ａ－１

Ａ－２

Ａ－３

Ａ－４

Ａ－５

Ａ－６

Ａ－７

Ｂ－１

Ｂ－２

Ｂ－３

Ｂ－４

Ｂ－５

Ｂ－６

Ｂ－７

Ｃ－１

Ｃ－２

Ｃ－３

Ｃ－４

Ｃ－５

Ｃ－６

注）避難が必要な状況が夜間・早朝

と予測される場合は、暗くなるま

でに避難準備情報を発令（避難

勧告についても同様の判断あり）
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タイムラインを考える上での留意点（再確認）

【土器川の河川特性およびモデル地区の災害特性】
・土器川は、急流河川であり、水位上昇が非常に早い。

・低平地では３ｍ以上の浸水、土器川堤防沿いでは家屋倒壊、青ノ山周辺
では土砂災害が発生する危険性がある。

【避難の目安（避難のきっかけ、タイミング）】

・大規模な水害は、土器川流域でも起こり得るとの危機意識を持ち、最悪
の事態を想定して、防災行動を考える。

・土器川の堤防決壊場所や時刻はわからないため、堤防決壊時刻からの
逆算はできない。

・“リアルタイムで得られる情報（①気象情報や交通途絶情報の広域的な
情報、②土器川水位や内水被害の身近な情報）”をもとに判断する。

【土器町東・北の地域特性を踏まえた避難行動】

・“命と財産を守るための早めの避難行動”が必要。

・特に、“マイカーでの避難”は、道路の浸水や渋滞により避難所にたどり
着けない危険性があるため、“早めの避難行動”が必要。

（事例）鬼怒川の堤防決壊時にも、道路が渋滞し、避難所にたどり着けず 20

土器川の河川特性およびモデル地区の災害特性

モデル地区： 丸亀市土器町東、土器町北地区

低平地では、浸水深
3m以上となり、家屋
の一階部分が水没

21

青ノ山周辺で
は、土砂災害
の危険性あり

土器川の堤防沿いでは、
家屋倒壊の危険性あり

注）土器川の堤防決壊は、
いつ・どこで起こるかわ
からない

土器川は、急流河川であり、
また流域面積が小さいため、
水位上昇が非常に早い
（注意レベルから危険レベル
まで2時間程度で到達）



～“早めの安全な避難” を意識した防災行動を
もう一度、考えてみましょう～

①時間軸に沿って、自助・共助の防災行動をイメージする

②自分の住まいや職場を基準にして、“避難の目安（避難のきっか
け・タイミング、判断基準・指標）”が適切かを考える

◆タイムラインシートに記入、意見カードに記入

【検討－１】住民タイムライン（素案）の検討

22

内水

意見カード

発言

ｷｰﾜｰﾄﾞ

意見

事務局

住民タイムライン（素案）
（全体ふり返りのテーブル発表時に貼り出す）

避難勧告

避難準備情報

避難指示

水
防
活
動

避
難
行
動

避
難
の
準
備

大雨洪水警報
内水被害発生

早
め
の
避
難

タイムライン意見

自助 共助 公助

避難の開始が遅
い

雨・風が強くなる
前に避難

避難勧告を早め
に出してほしい

災害時要配慮者
の情報が必要

避難勧告を待つの
でなく、地域で判断

情
報
収
集

台風接近、ＪＲ運休

修正事項を記入
修正・追加意見を記入

広域的な情報が
必要

＜検討手順＞

①タイムライン（素案）の構成を確認

・時間軸、各種情報（危険情報、災害情報、避難情報、ニュース情報）、自助タイム
ライン、共助タイムライン（地域コミュニティ、事業所）

②“避難行動（ピンク矢印）”に着目し、記述内容を確認

・自助：早めの避難行動（Ａ－５）、避難行動（Ａ－６）、緊急避難行動（Ａ－７）

・共助：災害時要配慮者の避難支援（Ｂ－６）、避難判断や避難誘導（Ｂ－７）、
避難判断や避難誘導（Ｃ－６）

③避難行動についての意見交換（タイムラインシートに記入、
意見カードに記入）

・テーブル１～４：Ａ自助とＢ共助（地域コミュニティ）を対象

・テーブル５ ：Ａ自助とＣ共助（事業所）を対象

・避難の目安（避難のきっかけ・タイミング、判断基準・指標）は適切か

・記述内容について修正や追加はないか

【検討－１】住民タイムライン（素案）の検討
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テーブル
重点対策5項目

（共助による取り組みが必要な５項目）
意見が出た
テーブル

１
災害時要配慮者の避難支援・誘導を行
うには

１，３，４

２ 地域コミュニティを活性化するためには ２，３

３
避難所の開設準備や運営で支援できる
ことは

１，２，３，４

４
地域コミュニティ（自治会・自主防災組
織）内の連絡体制を強化するためには

１，２，３，４

５ 事業所としての地域支援の具体策は ５

～各テーブルで、重点対策を検討します～

・第２回ワークショップの意見を踏まえて、重点対策５項目の中から、
テーブル毎に１項目を検討（あらかじめ事務局にて選択）
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【検討－２】共助による重点対策の
具体的な取り組み検討

～“重点対策”を展開するために
必要なこと（準備・活動など）を考えてみましょう～

◆「意見カード」に記入、「意見カード」の分類

【検討－２】共助による重点対策の
具体的な取り組み検討

重点対策意見カード

発言

ｷｰﾜｰﾄﾞ

意見

事務局

重点対策の展開に必要なこと（準備・活動など）
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【テーブル１】

連絡体制を
強化するた
めには

防災の話をす
る場の設置

要配慮者への
連絡網

定期的な防災
訓練（年一回）

自治会の連絡
網を活用

避難訓練が重
要

自主防災組織
への指導

広報活動を積
極的に

地区防災計画
の検討

避難カードの
作成

身近な危険を
知る

平常時の活動

防災訓練 防災計画

広域避難を考
える

防災リーダー
の育成

土器川水防訓
練（Ｈ２８年）

要配慮者の情
報提供支援者の確保

共助として取り組む内
容（アイデア）を記入

行政への要望
も記入

行政への要望連絡網の整備

イベントを活用

役割分担を明
確に

自治会と自主
防との連携

テーブル毎
に選定した
重点対策



① テーブル発表

テーブル毎に発表 （５テーブル×２分）

② 本日のまとめ

ふり返り （ファシリテータ）

総評 （会長代理）

ワークショップ検討結果の報告

リバーキーパーズ通信、ホームページ等での結果報告

「第４回 土器川における水害に強いまちづくり検討会」で
の結果報告、アクションプラン（案）への反映

住民タイムラインのパンフレット作成に向けた検討

③ チェックアウト

各テーブルで、順番に全員が発言（一人３０秒以内）

全体ふり返り
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